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１.はじめに 

 2019 年末に中国で確認された、新

型コロナウイルス感染症は日本国内

でも感染が拡大し、2020 年 2 月には

全国小中学校の一斉休校が要請され、

同年 4 月には７都道府県を対象とし

た「緊急事態宣言」が発令されるなど、

今日に至るまで社会・経済活動に甚大

かつ多大な影響を与えている。 

このような状況下の中、早稲田大学

マニフェスト研究所人材マネジメン

ト部会の活動についても、これまでの

対面方法からオンラインによる研究

活動が６月からスタートした。 

この「緊急事態」に、コロナ禍にお

ける対応状況や、東日本大震災や台風

19 号などの自然災害等への対応状況

など、各自治体の取組状況等について

現状把握や課題等の整理を行い、「緊

急事態に効果的に対応できる組織の

在るべき姿」を考え、研究を進めてき

た。 

 

 

オンライン研究会の様子 

２.研究会での取組 

 本研究会の目的は、「目の前の緊急

事態を通じて、組織や人材の在るべき 

姿を考え、実現し、成果を作り出す」

ことである。 

 コロナ対策関連施策等について各

団体の取組みを共有し、そこから、「現

状把握」と「気づき」の質を高めるた

め、「見えていること」、「見えていな

いこと」について、組織内キーパーソ

ンへのヒアリングやアンケート調査

により、「現状の深掘り」を進めてき

た。 
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⑴市幹部職員へのインタビュー 

 市幹部職員へのインタビューでは

「緊急事態に効果的に対応できる自

治体組織に“大切だと思うこと”」につ

いて、当市のコロナ対策等における職

員の対応状況等を交えてインタビュ

ーを行った。 

⑵歴代参加職員へのアンケート調査 

 市幹部職員のインタビューに合わ

せて、本研究会へ参加した歴代の職員

を対象に、「アンケート方式」により、

「緊急事態に効果的に対応できる自

治体組織に“大切だと思うこと”」につ

いて、参加者３名で考えた 10 項目に

ついて「できていること」、「できてい

ないこと」を整理した上で、優先順位

を付けるための調査を実施した。 

【アンケート結果】 

優先順位（上位３つ） 

① 現場から最前線職員までの情報共有、

意思疎通 

② 緊急事態下での行動指針（行動計画）

を職員が理解していること 

③ 災害対応経験の継承がされ、優先順位

が明確であること 

調査結果では「現場から最前線職員

までの情報共有、意思疎通」が最も組

織にとって“大切だと思うこと”とな

り、この調査から得た“気づき”として

は、優先順位が高い反面、情報共有の

面では、「チーム内での対話の不足」、

意思疎通の面では「当事者意識の不足」

など組織としての課題が浮き彫りと

なった。 

⑶理事者へのインタビュー 

理事者へのインタビューでは、「緊

急事態に効果的に対応できている組

織、職員とは、どのような状態か」に

ついて、「緊急時」または「平時」の

状態について、インタビューを行った。 

【緊急時：発生直後の状況】 
・何が起きたかを客観視すると物事が総

体的に見えてくる。 
・初動段階ではトップダウンが必要。的確

な指示により、現場の職員が考えて動
く。 

・指示を待つだけではなく、自ら情報を取
りに行く。 

 

【緊急時：復旧・復興段階】 
・対話を通じ、誰のために仕事をしている

のか考え行動する。 
・リスクマネジメント。内向き、外向きの

情報をコントロールする。 
・シミュレーションが最も大事。 
・情報を整理したうえで方向性を示す。 

 

【平時の状態】 
・地方の小さな自治体は手持ちの資源が

少ないため、外部資源を有効活用する。 
・リーダーを担える人材の育成。緊急時に

は組織の強さが求められるため、平時か
ら準備する。 

 インタビューを通じて得た“気づき”

は「平時にできていないことは、緊急

時にできない。」「対話の中で、合意形

成や相互理解を深める必要がある。」 

ことが重要であると認識した。 

⑷対話自治体セッション、地域交流会 

（対話自治体とのセッション） 

 当市は小布施町（長野県）とのペア

で当研究会の研修を進めてきた。 
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 両市町の課題等についてオンライ

ン対話を中心に現状の深掘り、アクシ

ョンプランの策定に向けた検討等を

行い、また、オンラインならではの、

「夜のオンライン飲み会」を開催し、

両市町の関係を深めた。 

対話自治体（小布施町）とのオンライン対話の様子 

小布施町との対話では、これまでの

両市町の人材マネジメント部会への

参加を通じた、職員の意識の変化や組

織変革へ向けた取組みの成果等につ

いて確認し、対話の中では、組織変革

に向けた、取組みを進めるには「常に

対話できる環境（オンサイト、オフサ

イトを問わず）」が非常に重要である

ことを確認した。 

（地域交流会） 

長野県内の参加自治体による「地域

交流会」では、コロナ第 2 波の状況が

落ち着いた段階で「リアル開催」によ

り、それぞれの自治体の活動状況など

を確認した。 

 県内では、諏訪市が研究会の参加者

を中心とする、人材バンクやクラウド

ファンディング等の取組みを企画す

る「アクト諏訪」を立ち上げ、また、

塩尻市では、新たな研修プログラムな

どを提案する「人材育成プロジェクト

チーム」を立ち上げるなど、組織変革

への一歩を踏み出している。 

県内参加自治体による地域交流会の様子 

⑸アクションプランの取組 

 これまでの研究会の取組みに加え

アンケート調査、インタビュー、県内

自治体との交流等により、本市の「組

織・人材のあるべき姿」を以下のとお

りとし、組織変革の目標とした。 

【組織・人材のあるべき姿】 

①自ら情報を取りに行く、理解する、行

動する。 

②課題解決のための、問題意識、共通認

識の仲間がいる。 

 これらの「あるべき姿」へどのよう

にアプローチするべきかを考え、実践

的な「アクションプラン」の取組みを

次のとおりとした。 

【アクションプラン】 

「週に 1回 15分ミーティング」 

☛「対話環境の整備」が組織変革の一歩であ

ると位置づけ、係単位で週に１回 15 分

で「対話」を中心とした、ミーティング

をそれぞれの職場でルールを定め、取り

組みを行う。 
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（各職場での取組み） 

 本研究会の参加者それぞれの職場

での取組みの状況は以下のとおり。 

【子ども課：子育て家庭教育係】 

当係の業務において対話等における情

報共有こそが、全ての根幹を成していると

言っても過言ではありません。各ケースの

進捗状況や、家庭状況の把握、関係機関と

の密な連携など日常的茶飯事ですが、業務

内容以外でこのような「15 分ミーティン

グ」の機会を設け、係内の様子をある意味、

観察できたことは大変意味があったと感

じています。 

新型コロナウイルス感染拡大の影響で、

相互理解が不足する中、自分の考え方を自

己開示し、他者の考え方を理解しようとす

るなど、むしろお互い対話することを望ん

でいたかのように、有意義な情報共有の時

間を過ごすことができたのではないかと

思います。 

人マネで学んだ「対話」がどれ程重要な

のか、改めて感じるとともに、対話の必要

性や、対話により得ることができる共通認

識など、組織としての在り方や職員間の関

係性向上という観点では、大変有効なツー

ルであると実感しています。 

引き続き、「対話する場」が波及し、多く

の職員がこの効果を実感してもらえるよ

う、また、組織としてより対話しやすい環

境が日常的に創出されることを願いなが

ら、今後も少しずつできることを実践して

いきたいと思います。 

 

【企画振興課：企画調整係】 

（目的） 

対話＝「ダイアログ」を通じて、「課題を

共有し、話し合うことで不安を解消す

る。」「お互いを理解する。」「自分事とし

て考える。」など、業務に対する「活力」

につながるようなミーティングとした。 

（ルール） 

ミーティングは集まることだけが目的に

なってしまうと、何の成果も得られず、

無駄な時間を過ごしてしまうことになり

かねないので、下記のルールを設定した。 

「週に１回、火曜日の朝に行う」（トヨタ

自動車方式） 

「参加者全員が意見を発信する」 

（ミーティング内容） 

「係業務スケジュールの確認」 

・具体的な業務フローを可視化した。 

「財政ネタ、時事ネタ」 

 ・交付税制度や繰越手続き等の仕組みか

ら、予算制度の理解を深めた。 
 

 

【税務課：市民税係】 

最初にミーティングの意図を係全員に

共有と、窓口業務等を配慮してどの方法

で行うのかを相談し、以下のようにルー

ルを決めました。 

 (ルール) 

・毎週木曜日の 16 時 15 分から、15 分

間。 

・話し合うテーマを決める。 

・なるべく全員が発言する。 

(主なミーティング内容) 

・各担当からの連絡事項や課題の共有 

・不安な点の確認 

・レアケースな対応の共有など 

週に 1 回集まる機会ができたため、気軽

に情報共有ができ、個々のスキルアップ

にも繋がるミーティングとなりました。 

また、話し合う機会が増えることで、普

段から相談しやすい環境になると実感し

ました。 

 

これらの手法により、各職場で 10

回程度のミーティングを行った後、効

果的な取組となっていたのか検証す

るためのアンケートを行った。 

（アンケート結果） 

 アンケートの内容、アンケート結果

は次のとおり。 
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【アンケート内容】 

①15 分が適切な時間設定であったか 

②週に 1 回が適切な回数であったか 

③気付いた事や役立った事はあったか 

④気づき、改善点等（自由記載） 

  

【アンケート結果】 

5 段階評価（１そう思う～５そう思わない） 

※回答数 15 人 

 

① 

 

 

② 

 

 

③ 

 

④気づき、改善点 

・情報共有の場が不足しているので取り

組みを継続したい。 

・雑談の場でも良い。新たな発見や課題が

見えてくる。 

・コミュニケーションが取れ係内の活性

化に繋がる。 

・業務の枠を超えた「学びの場」として

個々のスキルアップにも繋がる。 

・15 分という短い時間では課題解決まで

至らないが、共通認識が深まり業務に対す

る不安が解消される。 

・週に１回、15 分はストレスなく続けて

いける設定であった。 

 アンケート結果からは、「週に 1 回

15 分」の設定は「適切である」との

回答が多数を占めた。気づき、改善点

の中では、「情報共有の場」「コミュニ

ケーションの場」として共有認識・意

識を職員相互で共有することについ

て有用性を感じるとの回答が多かっ

た。 

３.展望、目指すべき姿・状態 

業務サイクルの理想としては「考え

る・対話する・決める・動く」この連

続であり、特に「対話」が重要であり、 

組織またはチームが効果的に機能し、

それぞれの与えられた役割（役職）が

遂行できるよう、先ずは「対話環境の

整備」を進める事が最も重要であると

考えます。 

対話により、受動的思考から能動的

な思考へ変化させ、自然とそこから

「他者への貢献心」が生まれることが

理想であり、「他者への貢献心」が強

くなるほど、「一歩踏み出す勇気」が

生まれ、組織またはチームの連帯感、

また、自身の仕事に対する意欲が増す

など、組織が活性化し、そこから、生

活者起点での発想が生まれ、この地域

のために周囲の人々と積極的に関わ

ろうとする意欲や行動力が生まれま

す。 

今後も、組織のあるべき姿を考え、

対話を通じた様々な取組みを継続的

に進める必要があります。 

ポスターセッション（駒ヶ根市） 
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４.終わりに（付記） 

 

（子ども課：山田） 

「組織変革とは、自分が変わること

である」。人マネとして学んだ 1 年間

が終わろうというタイミングで、この

言葉の真の意味を自分なりに理解で

きたのではないかと思います。 

「すべて自分事として考えよ」、「誰

かがやるだろうと思うことは誰もや

らない」など、多くの人マネ用語を見

聞きし、学んだ１年でしたが、それ以

上に新型コロナウイルス感染拡大の

影響が大きく、そもそもこの部会への

参加自体が「緊急事態」ではないかと。  

結局、リアルの場を味わうことは叶

わなかったわけですが、これはある意

味、自分自身が「当たり前が当たり前

ではない」という状況を認識するきっ

かけづくりになりました。 

普段、私たちが何の違和感もなく、

過ごしている日常ですが、一つ一つの

ことが実はとても価値のあることで、

そこにあまり気づかず、「当たり前」

だと思って毎日を過ごしてきたのだ

と反省しているところです。 

自分自身の「当たり前」は、他の人

の「当たり前」ではないかもしれませ

んが、このコロナ禍で、自ら考え、お

互いに力強いチームワークを発揮で

きる、そんな組織になっていかなけれ

ばならないと強く感じています。 

理事者の方々や人マネ幹事団、全国

各地のマネ友との対話など、全ての市

職員が経験できない場に参加させて

頂いたこの貴重なチャンスをわずか

でも組織に還元できるよう、自分なり

に得た気づきや、学びを携え、実践し

ていくことで、以前よりも一歩前に踏

み出せている自分でありたいと思っ

ています。 

今後も、幹事団等の言葉の重みをし

っかりと受け止めながら実践し、その

効果を検証して更なる歩みに繋げら

れるよう、できる範囲で取組んでいき

たいです。 

最後にこのような機会を与えてく

ださった皆様に感謝申し上げます。あ

りがとうございました。 

 

（企画振興課：杉山） 

組織のあるべき姿を考え、その目指

すべき姿へどのようにアプローチし

ていくかを考える段階で、事前の現状

の深掘りを丁寧にすることでより良

質な仮説を立てることが出来ると認

識しました。 

 また、アクションプランについても、

検証・改善などブラッシュアップする

ために、現状の深掘りを更に行うなど、

組織の現状を的確に捉えることが重

要であると感じました。 

これまでの経験や先入観から作ら

れる思考パターンや固定化された考
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え方をどのように組織として変革し

ていくのか、ウィズコロナ、ポストコ

ロナ社会などのこれまで経験のない

状況下で、都度、成長的なマインドセ

ットしていくには継続して「対話」を

通じた組織変革の取組みを続ける必

要があると思います。 

最後になりましたが、今回このよう

な研修参加の機会を与えていただき、

ありがとうございました。 

 

（税務課：根村） 

私がこの 1 年間の研究会で、1 番印

象に残った言葉が、「目的や狙いが曖

昧だと成果は生まれない」と幹事の方

から言って頂いたことです。自分が何

かを伝えるときや話を聞くときに、ブ

レない軸を持って、相手に合わせた丁

寧な対話ができるようになりたいと

思うきっかけになりました。 

また、今年度はすべてオンラインの

研究会となりました。グループセッシ

ョンが多く、オンラインでのコミュニ

ケーションに戸惑う事もありました

が、Zoom・Slack・UMU 等、様々な

ツールを使った環境は新鮮で、今後に

活かせるような経験をすることがで

きました。 

人マネへの参加のお話をいただい

た時は、経験の少ない自分に何ができ

るか不安でしたが、1 年間で多くの方

との対話により、駒ヶ根市のことを学

び、考える時間となりました。 

このような貴重な機会を頂いたこ

と、多くの方に協力を頂いたことに感

謝し、今年度経験したことを、自分な

りに同世代や後輩に伝えていき、ある

べき姿に少しでも近づきたいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 3月 11日 

人材マネジメント部会 

2020 年度参加者共同論文 


